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はっきりした音で聞くには
受信場所を変えてみる

受信しにくい場所：
窓の遠くなど

家電製品や携帯電話の近くだと 
受信状況が悪くなることがあります。

受信しやすい場所：
窓の近くなど

アンテナを調整する

先端部分を持ったり
過剰な力を加えると
アンテナを破損する
ことがあります。

ロッドアンテナを 
伸ばして、向きを変える。

FM放送 AM放送
受信状態が最も良くなるように、本機
の向きを変える。

（AMのアンテナは本体に内蔵されて
います。）

中継局を設定する
本機をお使いになる場所に近い中継局に設定すると、
受信状態が良くなる場合があります。設定方法につい
ては、うら面の「各種の設定をする」をご覧ください。

ラジオを聞く

BLUETOOTH機器の音楽を聞く

外部機器をつないで音楽を聞く（有線接続）

よく聞く放送局をお気に入りボタンに登録する

手動でペアリングして音楽を聞く

放送局の受信のしかたは、 
「ラジオを聞く」をご覧ください。

登録済みのボタンに別の放送局を 
登録するには
手順1~2を繰り返してください。
前に登録していた放送局が消え、現在受信
中の放送局に置き換わります。

登録した放送局を聞く
機能切換ボタンを繰り返し押して「FM」または「AM」を選んで
から、聞きたい放送局が登録されたお気に入りボタンを押す。

例：お気に入りボタン③に登録した放送局を聞く場合

お気に入り
ボタン③を
押す。

画面に「P3」が表示され、 
登録した放送局を聞くこと
ができます。

「FM」または
「AM」を選ぶ。

ご注意
登録した放送局を聞くときにお気に入りボタンを押すのは、2秒以下にしてください。 
それ以上押すと、登録していた放送局は、現在受信中の放送局に置き換わります。

例：お気に入りボタン③に登録する場合

機能切換ボタンを
繰り返し押して、

「FM」または「AM」
を選ぶ。

音量＋または－ボタンを押す。
1	 電源を入れて、ラジオ機能（「FM」または「AM」）を選ぶ。

準備する

DC IN 5.8V端子

ACアダプター
（付属）

内蔵リチウムイオン充電池は最長6時間で
満充電（ ）になります。

壁のコンセントへ

1	 ACアダプターをつないで充電する。

•	 お買い上げ後、はじめてお使いになるときは、必ずACアダプター（付属）をつないでから（電源）ボタンを押してください。ACアダプターをつながないと、ボタンを押しても電源が入りません。
•	 本機はACアダプターまたは内蔵リチウムイオン充電池のどちらでもお使いになれます。ACアダプターをつないでお使いの場合は、内蔵リチウムイオン充電池は消費しません。

電源ランプが 
点灯します。

2	（電源）ボタンを押して
電源を入れる。 3	画面の表示に従って、お使いになる地域（エリア）を設定する。

1	 登録したい放送局を受信する。

1	 電源を入れて、「Bluetooth」機能を選び、本機をペアリングモードにする。

1	 NFC対応機器のNFC機能を 
オンにする。

2	 BLUETOOTH機器のBLUETOOTH機能をオンにする。

2	 NFC対応機器のNマーク部分を、本機のNマーク部分にタッチする。

選択できる地域（エリア）について
お住いの都道府県を選ぶだけで、主要な 
放送局や中継局を簡単に選択できます 

（スーパーエリアコール）。
エリア 地域
北海道 札幌 函館 旭川 帯広 釧路 北見

室蘭
東北 青森 岩手 秋田 宮城 山形 福島
関東 埼玉 千葉 東京 神奈川 茨城 栃木

群馬
中部 山梨 長野 静岡 愛知 岐阜 三重

新潟 富山 石川 福井
近畿 大阪 京都 兵庫 滋賀 奈良 和歌山
中国 鳥取 島根 岡山 広島 山口
四国 徳島 香川 愛媛 高知
九州 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎

鹿児島
沖縄 沖縄

選局ダイヤルを回して
聞きたい放送局を選び、
決定ボタンを押す。

周波数

放送局名選択中の放送局

現在受信中の放送局

時計を合わせる

ちょっと一言
•	 時刻表示形式を「12時間」または「24時間」から選べます。うら面の「各種の設定をする」をご覧ください。
•	 自動時刻補正機能を有効にするには、現在時刻との差が3分以内になるよう時計を合わせてください。

1	 設定ボタンを押す。 2	設定項目の中から、「時刻設定」の「時刻を設定する」を選ぶ。 3	時、分を合わせる。

選局ダイヤルを回して
「時刻設定」を選び、 
決定ボタンを押す。

選局ダイヤルを回して
「時」を合わせ、決定ボ
タンを押す。

「時刻を設定する」が選ば
れていることを確認し、
決定ボタンを押す。

選局ダイヤルを回して
「分」を合わせ、決定ボ
タンを押す。

設定ボタンを押して
元の画面に戻る。

選局ダイヤル

決定ボタン
選んだ状態で2秒経つと 
自動的に機能が切り換わ
ります。

ボタンを押す。

2	聞きたい放送局を選ぶ。 3	音量を調節する。

NFCでワンタッチ接続して音楽を聞く

ボタンを押す。

機能切換ボタン
を繰り返し押し
て、「Bluetooth」
を選ぶ。

接続が完了すると、タッチ
した機器の名前が本機の
画面に表示されます。

選んだ状態で2秒経つと 
自動的に機能が切り換わ
ります。

「SRF-V1BT」を選ぶ。
表示されない場合は機器検索を
行ってください。

BLUETOOTH機器
もしくは本機の音
量＋または－ボタ
ンで調節します。

3	 BLUETOOTH機器で音楽を再生する。 4	音量を調節する。

接続を切るには
もう一度、本機のNマーク部分にタッチしてください。

1	 AUDIO IN端子に、市販の音声接続コードでポータブルオーディオ
機器などを接続する。

音声出力端子へ
（ポータブルオーディオ機器の
ヘッドホン端子など）

2	電源を入れて、「AUDIO IN」機能を選ぶ。

市販の 
音声接続コード

（抵抗なし） AUDIO IN端子へ

ちょっと一言
音声接続コードは両端がステレ
オミニプラグのものをお使いく
ださい。

3	接続した機器を再生する。 4	音量を調節する。

選んだ状態で2秒経つと 
自動的に機能が切り換わ
ります。

2	登録したい番号のお気に入りボタンを、画面に登録完了のメッセージが 
表示されるまで長押しする。

ちょっと一言
機能の切り換えは、選局ダイヤルを
回して決定ボタンを押す操作でも行
えます。

手動で周波数を選んで聞くには（マニュアル選局）
選局方法を「周波数で選局」に設定すると、手動で周波数を合わ
せることができます。うら面の「各種の設定をする」をご覧く
ださい。

ちょっと一言
•	 最後に設定した音量が本機に記憶されます。
•	 音量＋ボタンには凸点（突起）がついています。

操作の目印としてお使いください。

よく聞く放送局を本機のお気に入りボタン（①~⑤）に登録することができます。 
FMとAMで各5局を登録することができます。

スマートフォンやタブレットなどのBLUETOOTH機器に保存された音楽を、本機のBLUETOOTH機能を使ってワイヤレスで楽しめます。 
NFC機能を搭載している機器（Android™搭載スマートフォン／タブレットやウォークマン®など）の場合には、ワンタッチで接続して音楽を楽しめます。

BLUETOOTHスタンバイ機能について
BLUETOOTHスタンバイ機能を「入」に設定しておくと、本機がスタンバイ状
態でも、ペアリング済みのBLUETOOTH機器からの接続操作で自動的に本機
の電源が入り、操作することができます（本機にACアダプターが接続されて
いるときのみ）。
お買い上げ時の初期設定では「切」の状態ですが、お好みに応じて「入」／「切」
を切り換えることができます。設定方法については、うら面の「各種の設定
をする」をご覧ください。

まずはペアリングを！
BLUETOOTH機能を使うには、あらかじめ、接続する互いの機器を登録しておく必要が
あります。この登録のことを「ペアリング」といいます。ペアリングは初めて接続する
機器に対して必要な操作で、一度ペアリングで機器を登録すれば、本機を初期化しない
限り、次回からは同じ機器に対してペアリングの操作は必要ありません（本機を初期化
してお買い上げの状態に戻したときは、ペアリングをやり直してください）。
ペアリングには、手動でBLUETOOTH機能を有効にして行う方法と、NFC機能を使った
2つの方法があります。お使いの機器に合わせて、ペアリング方法をお選びください。

方法 1 　手動でペアリングして音楽を聞く
NFC機能を搭載していないスマートフォン／タブレットやその他のBLUETOOTH機器
の場合にはこの方法でペアリングをしてください。

方法 2 　NFCでワンタッチ接続して音楽を聞く
NFC機能を搭載している機器（Android搭載スマートフォン／タブレットや
ウォークマン®など）は、本機にタッチするだけで自動的に本機の電源が入り、ペアリン
グが行われます。

接続できる機器
•	 本機と接続するためにはお使いのBLUETOOTH機器が以下の

プロファイルに対応している必要があります。
ˋˋ A2DP（Advanced Audio Distribution Profile）
ˋˋ AVRCP（Audio Video Remote Control Profile）

•	 本機で使用できるBLUETOOTH機器についての最新情報は、
次のURLでご確認ください。 
https://www.sony.jp/support/radio/

本機とのBLUETOOTH接続
が完了すると、お使いの機
器の名前が本機の画面に表
示されます。

ちょっと一言
パスキーの入力を要求されたら「0000」と入力してください。

お使いの機器によって、操作方法や画面表示が異なります。
詳しくは、お使いのBLUETOOTH機器の取扱説明書をご覧ください。

接続を切るには
機能切換ボタンを繰り返し押してBLUETOOTH機能
以外の機能に切り換えるか、またはBLUETOOTH機器
側でBLUETOOTH機能をオフにしてください。

2本

ボタンを押す。

機能切換ボタン
を繰り返し押し
て、「AUDIO IN」
を選ぶ。

ペアリング済みの機器と接続するには

前回接続していた機器を使う場合
前回接続していた機器のBLUETOOTH機能がオンに
なっていれば、本機をBLUETOOTH機能に切り換える
だけで自動的に接続されます。

他のペアリング済みの機器を使う場合
使いたい機器のBLUETOOTH機能をオンにし、 
本機（「SRF-V1BT」）を選んで接続してください。 
本機に、すでに別のBLUETOOTH機器が接続されてい
る状態のときは、まず現在接続中の機器の
BLUETOOTH機能をオフにして本機との接続を切断
してから操作してください。

中継局（輪島）

中継局（七尾）

本局（金沢）

中継局（山中）

（例）

金沢本局よりも七尾中継局の方が近い場合は中継局
を七尾に設定してみてください。

ちょっと一言
見通しのよい場所なら約10mまでの距離で操作することができます。

方法 1

お使いの機器によって、
操作方法や画面表示が
異なります。詳しくは、
お使いのNFC対応機器
の取扱説明書をご覧く
ださい。

再生方法については、接続した機器
の取扱説明書をご覧ください。

ペアリングを行うときは、本機とBLUETOOTH機器を1m以内に近づけてください。

方法 2

「 方法 1  手動でペアリングして音楽
を聞く」の手順3 ～ 4に従って、NFC
対応機器で音楽を再生し、音量を調
節する。

充電する／初期設定をする

電源を切るには
スタンバイモードにする

ボタンを押すと、本機はスタンバイ（待機）状態になり、画面
には時計が表示されます。

電源を完全に切る（オフモード）
2秒以上押す

ボタンを長押しすると、本機の電源が切れて画面が消えま
す。しばらくお使いにならないときは、オフモードにすると
消費電力を抑えられます。

本機は、FMの90MHz以上
の周波数を受信でき、ワイド
FMに対応しています。
ワイドFM（FM補完放送）とは、
AM（中波）放送局の放送エリア 
において、難受信対策や災害対策
のために従来のFM放送用の周波数

（76MHz ～ 90MHz）に加えて新た
に割り当てられた周波数（90MHz
～ 95MHz）を用いてAM番組を 
放送することです。

「準備する」の「充電する／初期設
定をする」の手順3で地域設定をす
ると、それぞれの地域に応じたワ
イドFM放送局が、自動的に本機に
登録されます。登録されるワイド
FM放送局は、上の「本機が表示でき
るワイドFM放送局名（FM補完中継
局）」の表をご覧ください。

登録が完了すると、画面に
登録番号が表示されます。

ちょっと一言
お気に入りボタン③には凸点（突起）がついています。
操作の目印としてお使いください。

中継局とは、同地域で同じ内容を異なる周波数で放送し
ている局のことです。例えば、地域を石川に設定した場
合、AMの放送局リストにはNHK第1 ／金沢1,224kHzが
登録されますが、七尾では540kHz、輪島では1,584kHz、
というように、各地で周波数が異なります。

接続した機器で適度な音量にしてから、本機の音量＋
または－ボタンで調節します。

FM放送を聞く場合は
ロッドアンテナを 
立てて準備してくだ
さい。

ちょっと一言
•	地域選択をすると、その地域で受信可能な放送局が自動的に放送局リストに登録されますが、地域内であってもお使いになる場所によっては、

放送を聞くことができない放送局も同時に登録されることがあります。そのままでも支障はありませんが、放送局リストから削除することも
できます。うら面の「各種の設定をする」をご覧ください。

•	地域は設定し直すことができます。うら面の「各種の設定をする」をご覧ください。

戻る 
ボタン

決定ボタンを押して
次に進む。

選局ダイヤルを回して
お使いの地域を選び、
決定ボタンを押す。

「はい」が選ばれた状態
で決定ボタンを押す。 

「いいえ」を選ぶか戻る
ボタンを押すと、ひとつ
前の画面に戻ります。

地域に応じた放送局が
登録され、FM放送の
受信を開始します。

これで地域設定は完了
です。

ご注意
本機とBLUETOOTH機器の音量操作は連動しますが、お使いの
BLUETOOTH機器によっては連動しない場合があります。その
場合は、BLUETOOTH機器側で適度な音量に調節してから、本
機の音量＋または－ボタンで調節してください。

お買い上げ後はじめて操作する場合や、
本機にペアリング情報がない場合には、
自動的にペアリングモードになります。

手順2へ 
進む。

右の操作へ 
進む。





設定ボタンを押して、設定項目を表示させる。

「Bluetoothペアリン
グ」が選ばれているこ
とを確認し、決定ボタ
ンを押す。

はじめてお使いになる場合

2台目以降の機器をペアリングして使う場合 本機がペアリングモード
になります。

NFCとは？
NFC（Near Field Communication）とは携帯電話や
ICタグなど、さまざまな機器間で近距離無線通信を
行うための技術です。指定の場所に「タッチする」だ
けで、簡単にデータ通信が可能となります。

ワンタッチ接続に対応する機器について
NFC機能またはおサイフケータイ機能を搭載した 
スマートフォン／タブレット（対応OS：Android 4.1
以降）、またはNFC機能を搭載したウォークマン®
対応する機器についての最新情報は、次のURLで 
ご確認ください。
https://www.sony.jp/support/radio/

ちょっと一言
本機は合計8台までの機器をペアリングして
お使いいただけます。

他のNFC対応機器を使うには
手順1 ～ 2を行ってください。タッチするだけで、NFC対応の
他の機器との接続に切り換わります。

本機が表示できるワイドFM放送局名（FM補完中継局）
本機が表示できるワイドFM放送局名は、2016年4月時点で放送開始済みの放送局、および一部の放送開始
予定局です（下記一覧表を参照してください）。放送開始時期については、各放送局のホームページなどで
ご確認ください。
選局方法を「放送局名で選局」に設定していると、下記のワイドFM放送局名が画面に表示されます。なお、 
表示されるワイドFM放送局名は、地域選択で選んだ地域によって異なります。
受信する場所によっては、表示された放送局名を選んでも、中継局からの距離が遠かったり、電波が弱いな
どの原因で、放送を聞くことができない場合があります。

周波数（MHz） 放送局名
	 91 .5 HBCラジオ
	 90.4 STVラジオ
	 90.6 IBCラジオ
	 90. 1 ABSラジオ
	 90.5 TBSラジオ
	 91 .6 文化放送
	 93.0 ニッポン放送
	 94.6 i-fm
	 92.9 東海ラジオ

周波数（MHz） 放送局名
	 94.6 RCC-FM
	 91 . 7 エフナン
	 90.2 KBCラジオ
	 91 .0 RKBラジオ
	 92.6 NBCラジオ
	 90.4 MRTラジオ
	 91 .4 RKKラジオ
	 93.3 OBSラジオ
	 92.8 MBCラジオ

周波数（MHz） 放送局名
	 93. 7 CBCラジオ
	 90.2 KNBラジオ
	 92. 7 BSNラジオ
	 94.0 MROラジオ
	 90.6 MBS-FM90.6
	 91 .9 ラジオ大阪
	 93.3 ABCラジオ
	 94.2 和歌山放送FM
	 92.3 エフエムKRY

ちょっと一言
•	 上の一覧表内にないワイドFM放送局を聞くには、選局方法を「周波数で選局」に設定して、手動で周波数を

合わせてください。
•	 選局方法や地域選択について詳しくは、うら面の「各種の設定をする」をご覧ください。
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SRF-V1BT

BLUETOOTHⓇ機能付きFM/AMラジオ
取扱説明書・保証書

お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、
火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。
この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。
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オンタイマーを使う

スリープタイマーを使う

各種の設定をする

画面の明るさを変える ヘッドホンをつないで聞く

あらかじめ設定した時刻にラジオの受信ができます。
オンタイマーを設定するには、時計を合わせている必要があります。時計の合わせ方は、おもて面の「準備する」の「時計を合わせる」をご覧ください。

設定した時間（分）が経過すると、自動的にスタンバイモードに
なるように設定できます。

1	 設定ボタンを押す。 2	 設定項目の中から「オンタイマー」を選ぶ。 3	 オンタイマーの時刻を設定する。 4	 聞きたい放送局を設定する。 5	 オンタイマー入/切ボタンを押す。

選局ダイヤルを回して 
「オンタイマー」を選び、 
決定ボタンを押す。

「タイマー時刻の設定」
が選ばれていることを
確認し、決定ボタンを
押す。

選局ダイヤルを回して
「時」を合わせ、決定ボタ
ンを押す。

選局ダイヤルを回して
「分」を合わせ、決定ボタ
ンを押す。

選局ダイヤルを回して
「放送局選択」を選び、
決定ボタンを押す。

選局ダイヤルを回して「最
後に聞いた放送局」を選び、
決定ボタンを押す。

選局ダイヤルを回して 
「FMお気に入り局」または
「AMお気に入り局」を選び、
決定ボタンを押す。

選局ダイヤルを回して 
お好みの放送局を選び、 
決定ボタンを押す。

最後に聞いた放送局を設定する場合

お気に入りボタンに登録した放送局を設定する場合

設定ボタン
を押して設
定を終了す
る。

オンタイマーを解除するには
もう一度オンタイマー入/切ボタンを押してください。

スリープボタンを押して、時間（分）を選ぶ。 ボタンを押して、明るさを調整する。 市販のヘッドホンを（ヘッドホン）端子につなぎます。 
スピーカーからは音が出なくなります。

ボタンを押すごとに、設定時間
が次のように変わります。

スリープタイマーが設定される
と、画面に「スリープ」が表示さ
れます。

スリープタイマーを解除するには
スリープボタンを押して、「切」を選んでく
ださい。

ちょっと一言
•	 最後に選択したスリープタイマーの設定時間が 

本機に記憶されます。
•	 スリープタイマーの設定後に再度スリープボタン

を押すと、スタンバイモードになるまでの残り時
間を確認することができます。

操作のしかた

、の操作を繰り返して設定したい項目を選び、設定を変更してください。
設定の操作を終了するときは、もう一度設定ボタンを押してください。

ひとつ前の画面
へ戻るには、 
戻るボタンを 
押す。

例：BLUETOOTH機能をお使いの場合

設定ボタンを押して、設定項目
を表示させる。

選局ダイヤルを回して
設定したい項目を選び、
決定ボタンを押す。

選局方法
放送局の選び方を設定できます。

放送局名で選局（初期設定）：登録されたリストの中か
ら選びます。

周波数で選局：手動で周波数を送ります（マニュアル選
局）。

マニュアル選局のしかた
手動選局
選局ダイヤルを回して1ステップずつ周波
数を送ります。
聞きたい放送局の周波数があらかじめ分
かっているときなど、特定の放送局の周波
数に手動で合わせることができます。

自動選局

自動選局ボタンを押すと、本
機が自動的に受信可能な放送
局を探します。

受信状態の良い放送局が見つかると、周波数の数字の動き
が自動的に止まり、放送を受信します。
続けて放送局を探したい場合は、もう一度自動選局ボタン
を押してください。

ちょっと一言
マニュアル選局時、画面に放送局名は表示されません。

放送局の削除
リストに登録されている放送局を削除して、リストを編
集できます。

ご注意
•	 一度削除した放送局は元に戻せません。削除してしまった場合は、

もう一度地域選択をやり直してリストを作成し直してください。
•	 AM放送局のNHK第1放送は、リストから削除することはできませ

ん。

地域選択
初期設定で設定した地域を選び直します。
地域の設定については、おもて面の「準備する」の「充電
する／初期設定をする」の手順3も合わせてご覧くださ
い。

中継局選択
現在聞いている放送局の中継局をリストから選んで、登
録します。

ちょっと一言
設定できる中継局がない場合は、画面に「中継局はありません」と表示
されます。

Bluetoothペアリング
BLUETOOTH機器のペアリングを行います。
詳しくはおもて面の「BLUETOOTH機器の音楽を聞く」の

「 方法 1  手動でペアリングして音楽を聞く」をご覧くだ
さい。

Bluetoothスタンバイ
BLUETOOTHスタンバイ機能を「入」に設定しておくと、
本機がスタンバイ状態でも、ペアリング済みの
BLUETOOTH機器からの接続操作で自動的に本機の電源
が入り、操作することができます（本機にACアダプター
が接続されているときのみ）。
入：‌�BLUETOOTHスタンバイ機能を有効にする。
切（初期設定）：‌�BLUETOOTHスタンバイ機能を無効にす

る。

オンタイマー
オンタイマーの時刻と放送局を設定します。詳しくは

「オンタイマーを使う」をご覧ください。

音質設定
高音と低音をお好みに合わせて調整できます。

高音調整：－5 ～＋5の範囲で高音の調整をします。
低音調整：－5 ～＋5の範囲で低音の調整をします。

選局ダイヤルを左に回すと弱くなり
（最小・－5）、右に回すと強くなりま
す（最大・＋5）。決定ボタンを押し
て数値を確定します。

時刻設定
時刻を設定する
時計を合わせます。詳しくはおもて面の「準備する」の

「時計を合わせる」をご覧ください。

自動時刻補正
本機はNHK第1放送の時報を検出し、自動で時刻を補正
することができます。自動時刻補正を「入」に設定すると、
毎日午前0:00、午前8:00、午後4:00の時刻に3回の補正
が行われます。

入：‌�自動時刻補正の機能を有効にします。
切（初期設定）：‌�自動時刻補正の機能を無効にします。

ちょっと一言
時刻補正を行うためには次の条件を満たしている必要があります。
•	 本機の時計と時報の時刻のずれが3分以内である。
•	 AMの放送局リストにNHK第1放送が登録されている*1。
•	 NHK第1放送が受信できる電波状況である*2。
•	 本機がスタンバイモードになっている。
•	 BLUETOOTHスタンバイ機能が「切」に設定されている。
•	 本機をACアダプターで使用している。（充電池で使用中は、自動時

刻補正機能は働きません。）

*1	 地域設定が完了している場合は、AMの放送局リストにはNHK 
第1放送がすでに登録されています。

*2	 ACアダプターでお使いの場合、ACアダプターと本機が近すぎる
と、雑音が入って放送がうまく受信できず、時刻が補正されない
場合があります。ACアダプターと本機はできるだけ離して置く
ようにしてください。

12時間/24時間表示
時刻表示形式を選べます。12時間表示では、「AM」また
は「PM」が表示されます。

12時間（初期設定）：‌�時刻を12時間表示にします。
24時間：‌�時刻を24時間表示にします。

操作音
ボタンを操作するときの音の有無を切り換えます。

入：‌�ボタン操作時に音が鳴ります。
切（初期設定）：‌�ボタン操作時に音は鳴りません。

自動電源オフ
自動電源オフ機能が有効になっていると、無操作または
無音の状態が15分経過すると、本機は自動的にスタンバ
イモードになります。

入（15分）：�15分後にスタンバイモードになります。
切（初期設定）：‌�自動でスタンバイモードにはなりません。

初期化
本機をお買い上げ時の状態に戻すことができます。

はい：設定を初期化します*。
いいえ：設定を初期化しません。
*	 初期化が完了すると、画面に「初期化が完了しました」と表示され、

本機は自動的にスタンバイモードになります。

ご注意
時刻や地域設定、放送局の登録情報、ペアリング情報など、すべての
ユーザー設定がお買い上げ時の状態にリセットされますので、電源を
入れて設定をやり直してください。

ボタンを押すごとに、画面の明るさが次のように 
切り換わります。

ご注意
ACアダプターに接続していないときは、一定時間が経つと画面
の明るさは自動的にオフになります。

ご注意
モノラルミニプラグ（2極）かステレオミニプラグ（3
極）のヘッドホンをお使いください。その他のタイプ
のヘッドホンを使うと、ノイズが混じったり、音が出
ない場合があります。

使えます

使えません

1本

2本

3本以上

使用上のご注意
安全について
•	付属のACアダプターをお使いになるときは、家庭用電

源コンセント（AC100 V）につないでお使いください。

ACアダプターについて
•	ACアダプターを抜くときは、コードを引っ張らずに、

必ずACアダプターを持って抜いてください。
•	ACアダプターを抜き差しする前に電源をお切りくだ

さい。電源を入れたまま抜き差しすると、誤動作の原
因になることがあります。

•	この製品には、付属のACアダプ
ター（極性統一形プラグ・
JEITA規格）をご使用ください。
付属以外のACアダプターを使
用すると、故障の原因になるこ
とがあります。

•	付属のACアダプターは本機専用です。他の機器では
ご使用になれません。

•	ACアダプターを本棚や組み込み式キャビネットなど
の狭い場所に設置しないでください。

取り扱いについて
•	次のような場所には置かないでください。

‒‒ 直射日光の当たる所、暖房器具の近くや照明器具
の下など、温度の高い所

‒‒ 窓を閉め切った自動車内（特に夏季）
‒‒ 風呂場など、湿気の多い所
‒‒ ほこりの多い所、砂地の上
‒‒ 時計、キャッシュカードなどの近く 
（録音済みテープや時計、キャッシュカード、フ
ロッピーディスクなどは、スピーカーに近づけな
いでください。）

‒‒ 激しい振動のある所
•	平らな場所に設置してください。
•	本機を本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場

所に設置しないでください。
•	設置条件によっては、倒れたり落下したりすることが

あります。貴重品などを近くに置かないでください。
•	汚れたときは、中性洗剤を少し含ませた柔らかい布で

ふいてください。シンナー、ベンジン、アルコールなど
は表面の仕上げを傷めますので、使わないでください。

•	本機は防水仕様ではありません。特にキッチンなど
の水場や、雨や雪、湿度の多い場所で使用するときは、
水がかからないようご注意ください。

温度上昇について
•	本機を長時間お使いになると、本体の温度が上昇する

ことがありますが、故障ではありません。

機銘板について
•	機銘板は本機の底面に表示されています。

その他のご注意
•	長期間使用しない場合、電池の劣化を防ぐため、半年

に1度充電を行ってください。
•	長い間使わなかったときは、充電時間が長くかかる場

合があります。
•	使用可能時間が極端に短くなった場合は、充電式電池

の寿命と考えられます。充電式電池の交換については、
お買い上げ店またはソニーの相談窓口にご相談くだ
さい。

•	他に疑問点や問題点がある場合は、もう一度この取扱
説明書をよく読んでから、ソニーの相談窓口またはお
買い上げ店にご相談ください。

困ったときは
修理をご依頼いただく前に、次のことをお調べください。

共通
ボタンを押しても電源が入らない
•	充電池の残量がほとんどなくなった状態でボタン

を押すと、電池がなくなったことを知らせる画面が表
示されるとともに、「ピピピピ」という警告音が鳴って
電源が入りません。付属のACアダプターをつないで
充電してください。

画面の文字や記号が薄くて見にくい
•	極端に暑い場所や寒い場所、湿度の高い場所では表示

が見えにくくなることがあります。

音量を上げても音が大きくならない
•	充電池で使用中に充電池の残量が少なくなると 
（ ）、最大音量は22までに制限されます。付属の
ACアダプターをつないで充電してください。

BLUETOOTH機器や外部機器の音量がラジオに比
べて小さい
•	BLUETOOTH機器や外部機器側で音量を上げてくだ

さい。

気がつくと、スタンバイモードになっている
•	自動電源オフ機能が有効になっている場合、無操作ま

たは無音の状態が15分経過すると、本機は自動的にス
タンバイモードになります。自動電源オフ機能の 
有効／無効の切り換え方法については、「各種の設定
をする」をご覧ください。

ラジオ
音が途切れる、受信状態が悪い
•	建物の中では電波が弱いので、なるべく窓際でお聞き

ください。
•	FM放送：ロッドアンテナを伸ばし、向きを調整して

ください。 
AM放送：受信状態が良くなる向きを探してください。

雑音が入る
•	近くに携帯電話などの電波を発する機器を置いてい

ると、雑音が入ることがあります。携帯電話などの機
器を本機から離してください。

•	ACアダプターでお使いの場合、ACアダプターと本
機が近すぎると雑音が入ることがあります。できる
だけ離して置くようにしてください。

極性統一形プラグ

対応BLUETOOTHプロファイル*2

A2DP（Advanced Audio Distribution Profile）、
AVRCP*3（Audio Video Remote Control Profile）

対応コーデック*4

SBC*5

対応コンテンツ保護
SCMS-T 方式

伝送帯域（A2DP）
20 Hz ～ 20,000 Hz（44.1 kHz サンプリング時）

*1	通信距離は目安です。周囲環境により通信距離が変わる
場合があります。

*2	BLUETOOTHプロファイルとは、BLUETOOTH機器の特
性ごとに機能を標準化したものです。

*3	BLUETOOTH機器の仕様により機能が異なる場合があり
ます。

*4	音声圧縮変換方式のこと
*5	Subband Codec の略

共通
使用温度範囲

5℃～ 35℃
時計表示

12時間表示／ 24時間表示
スピーカー

直径約45 mm、4 Ω（ステレオ）
実用最大出力（JEITA*1）

ACアダプター駆動時：2.5 W ＋ 2.5W
内蔵バッテリー駆動時：1.5 W ＋ 1.5W

入力端子
音声入力端子（ステレオミニジャック）1個

出力端子
（ヘッドホン）端子（ステレオミニジャック）1個

電源
DC 5.8 V 2.0 A （付属のACアダプターを接続し
てAC 100 V、50Hz/60Hzから使用）、内蔵リチウ
ムイオン充電池を使用

内蔵リチウムイオン充電池の持続時間
BLUETOOTH接続時：約21時間（JEITA*1）
FM受信時：約21.5時間（JEITA*1）
AM受信時：約7.5時間（JEITA*1）

BLUETOOTH接続時：約32時間*2

FM受信時：約31時間*2

AM受信時：約15.5時間*2

BLUETOOTH接続時：約15時間*3

FM受信時：約25.5時間*3

AM受信時：約15.5時間*3

消費電力
5 W
約0.6 W（スタンバイモード時：画面の明るさを 

「明るい」に設定し、BLUETOOTHスタンバイ 
機能を「入」に設定した場合）
約0.2 W（オフモード時）

最大外形寸法
約106 mm × 172 mm × 117 mm（幅 × 高さ 
× 奥行き）（最大突起部含む）

質量
約880 g

同梱品
ACアダプター（1）
取扱説明書（本書）
保証書（本書に印刷）

*1	JEITA（電子情報技術産業協会）規格による測定値です。
*2	当社規定の音源を使用し、音量をそれぞれ次のように設定

した場合。
－BLUETOOTH接続時：20
－FM受信時：25
－AM受信時：30

*3	当社規定の音源を使用し、音量を最大に設定した場合。

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更す
ることがありますが、ご了承ください。

BLUETOOTH機器に
ついて
周波数について
本機は2.4 GHz帯の2.4000 GHzから2.4835 GHzまで使
用できますが、他の無線機器も同じ周波数を使っている
ことがあります。他の無線機器との電波干渉を防止する
ため、下記事項に注意してご使用ください。

本機の使用上の注意事項
本機の使用周波数は2.4 GHz帯です。この周波数
帯では電子レンジ等の産業・科学・医療用機器の
ほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等で使用
される免許を要する移動体識別用構内無線局、免
許を要しない特定の小電力無線局、アマチュア無
線局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されてい
ます。
1. ‌�本機を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用

されていないことを確認してください。
2. ‌�万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉が

発生した場合には、速やかに本機の使用場所を
変えるか、または機器の運用を停止（電波の発射
を停止）してください。

3. ‌�不明な点その他お困りのことが起きたときは、ソ
ニーの相談窓口までお問い合わせください。ソ
ニーの相談窓口については本書をご覧ください。

この無線機器は2.4 GHz帯
を使用します。変調方式と
してFH-SS変調方式を採用
し、与干渉距離は10 m以下
です。

下記の注意事項を守らないと火災・ 
感電・発熱・発火により死亡や 
大けがの原因となります。

付属以外のACアダプターを使わない
家庭用電源で使用するときは、必ず付属のAC
アダプターを使用してください。
破 裂 や 電 池 の 液 漏 れ、過 熱 な ど に よ り、 
火災やけが、周囲の汚損の原因となります。

火の中に入れない

分解しない
故障や感電の原因となります。充電式電池の 
交換、内部の点検および修理はソニーの相談 
窓口またはお買い上げ店、ソニーサービス窓
口にご依頼ください。

火のそばや炎天下などへ放置しない

可燃ガスのエアゾールやスプレーを
使用しない
清掃用や潤滑用などの可燃性ガスを本機に
使用すると、モーターやスイッチの接点、 
静電気などの火花、高温部品が原因で引火し、
爆発や火災が発生するおそれがあります。

　 　
下記の注意事項を守らないと 
火災・感電により死亡や大けがの原
因となります。

内部に水や異物を入れない	  
本機やACアダプターの上に熱器具、 
花瓶など液体が入ったものやローソク 
を置かない
火災や感電の危険をさけるために、本機やAC
アダプターを水のかかる場所や湿気のある場
所では使用しないでください。また、本機や
ACアダプターの上に花瓶などの水の入った
ものを置かないでください。本機の上に、例
えば火のついたローソクのような、火炎源を
置かないでください。万一、水や異物が入っ
たときは、すぐに本体の電源ボタンを切り、
ACアダプターをコンセントから抜き、お買い
上げ店またはソニーサービス窓口にご相談く
ださい。

通風孔をふさがない
本機に新聞紙、テーブルクロス、カーテン、布
などをかけたり、毛足の長いじゅうたんや布
団の上、または壁や家具に密接して置いて、自
然放熱の妨げになるようなことはしないでく
ださい。過熱して火災の原因となることがあ
ります。

雷が鳴りだしたら、アンテナやACア
ダプターに触れない
感電の原因となります。

ぬれた手でACアダプターにさわら
ない
感電の原因となることがあります。

本体やACアダプターを布団などで
おおった状態で使わない
熱がこもってケースが変形したり、火災の原
因となることがあります。

ACアダプターは抜き差ししやすい
コンセントに接続する
ACアダプターは容易に手が届くような電源
コンセントに接続し、異常が生じた場合は速
やかにコンセントから抜いてください。通
常、本機の電源を切っただけでは、完全に電
源から切り離せません。

下記の注意事項を守らないとけがをした
り周辺の家財に損害を与えたりするこ
とがあります。

照明器具を製品の近くで当てない
本体が変形し故障に至ることがあります。

はじめから音量を上げすぎない
突然大きな音が出て耳をいためることがあ
ります。音量は徐々に上げましょう。とく
に、デジタルオーディオプレーヤーなど、雑
音の少ないデジタル機器を聞くときにはご
注意ください。

本機を廃棄する
本機を廃棄するときは、環境保護のためリチ
ウムイオン充電池を取り出してください。
充電池を取りはずす前にACアダプターを抜
き、本機を充電池のみで使用して充電池を使
い切ってください。

•	 本機を廃棄するとき以外は絶対にキャビ
ネットを開けないでください。

•	 ご使用済みの電池は家庭ゴミとして捨て
ないでください。

1	 ボタンを長押ししてオフモードにし、
ACアダプターをはずす。

2	 底面のカバーを取りはずし、充電池を取り
出す。
 本機底面のゴムカバー 4個をはずす。
 4個のねじをはずす。
 底面のカバーを取りはずす。
 充電池を引き出す。
 �充電池を手に持ち、基板に接続されて

いるコード部分をつかんでコネク
ターを引き抜き、 充電池を取り出す。

お気に入りボタンを押しても聞きたい放送局が受
信できない
•	お気に入りボタンを押す前に、忘れずにFMまたは

AMを選んでください。
•	お気に入りボタンを長押しすると、現在受信中の放送

局を記憶するため、誤操作により登録が別の放送局と
置き換わっている可能性があります。もう一度、お気
に入りボタンに放送局を記憶させてください。

•	設定項目を表示中は、お気に入りボタンを押しても放
送局を受信できません。

BLUETOOTH
音が出ない
•	BLUETOOTH機器の音量を確認してください。
•	本機とBLUETOOTH機器の距離が離れすぎていない

か、無線LANや他の2.4 GHz無線機器や電子レンジな
どの影響を受けていないか確認してください。

•	本機とBLUETOOTH機器が正しく接続されているか
確認してください。

•	本機とBLUETOOTH機器をもう一度ペアリングして
ください。（おもて面の「BLUETOOTH機器の音楽を聞
く」をご覧ください。）

•	金属物の近くや金属製のラックの上で操作すると、金
属が無線通信に影響し、操作できない場合があります。
そのような場所を避けて使用してください。

•	本機とBLUETOOTH機器の電源が入っていることを
確認してください。

音が途切れたり、通信距離が短い
•	無線LANやほかのBLUETOOTH機器、電子レンジを使

用している場所など、電磁波を発生する機器がある場
合は、その機器から離れて使用してください。

•	本機とBLUETOOTH機器との間に障害物がある場合
は、障害物を避けるか取り除いてください。

•	本機とBLUETOOTH機器をできるだけ近づけてくだ
さい。

•	本機の位置を変えてみてください。
•	BLUETOOTH機器を使う位置を変えてみてください。

BLUETOOTH接続ができない
•	接続する機器により、接続が完了するまで時間がかか

ることがあります。
•	本機とBLUETOOTH機器をもう一度ペアリングして

ください。（おもて面の「BLUETOOTH機器の音楽を聞
く」をご覧ください。）

•	接続する機器がBLUETOOTH機能を搭載している必
要があります。BLUETOOTH機能を搭載していない
パソコンなどに入っている音楽を聞きたい場合は、市
販の音声接続コードを使って本機のAUDIO IN端子に
つないでください。

•	複数のBLUETOOTH機器を同時に接続することはで
きません。

ペアリングできない
•	本機とBLUETOOTH機器を近づけてください。
•	接続する機器のBLUETOOTH機能をオンにしてくだ

さい。
•	お使いのBLUETOOTH機器から本機の登録を削除し、

もう一度ペアリングし直してください。
•	お使いのBLUETOOTH機器が本機に対応しているか

確認してください。（おもて面の「BLUETOOTH機器の
音楽を聞く」をご覧ください。）

NFCワンタッチ接続ができない
•	NFCの受信感度は、お使いのNFC対応機器によって異

なるため、接続に何度も失敗する場合は、ワンタッチ
接続ではなく、通常のBLUETOOTH接続の手順で接続
してください。詳しくは、おもて面の「 方法 1  手動で
ペアリングして音楽を聞く」をご覧ください。

•	お使いのNFC対応機器が対応機種か確認してくださ
い。（おもて面の「BLUETOOTH機器の音楽を聞く」を
ご覧ください。）

•	NFC対応機器が反応するまで本機のNマーク部分に
近づけたままにして、反応しない場合はゆっくり前後
左右に動かしてください。

それでも解決しないときは…
底面のRESET（リセット）
ボタンをピンなど先の細い
もので押してください。本
機が再起動して、スタンバ
イモードの状態になったら、
電源を入れ直してください。

ご注意
ペアリング情報以外のユーザー設定は、お買い上げ時
の状態に戻ります。

主な仕様
ラジオ

受信周波数
FM: 76.0 MHz ～ 108.0 MHz
AM: 531 kHz ～ 1,710 kHz

BLUETOOTH
通信方式

BLUETOOTH標準規格Ver. 4.2
出力

BLUETOOTH標準規格Power Class 1
最大通信距離

見通し距離約10 m*1

使用周波数帯域
2.4 GHz 帯（2.4000 GHz ～ 2.4835 GHz）

変調方式
FHSS

保証書とアフター
サービス
保証書
•	 本書には、保証書が印刷されています。
•	 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、

大切に保存してください。
•	 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

それでも具合の悪いときは
お買い上げ店、またはソニーの相談窓口にご相談くだ
さい。修理をご依頼の際は、付属のACアダプターを本
体と一緒にお持ちください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により
有料修理させていただきます。

部品の保有期間について
当社では本機の補修用性能部品（製品の機能を維持す
るために必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有し
ています。ただし、故障の状況その他の事情により、修
理に代えて製品交換をする場合がありますのでご了承
ください。

ライセンスに関する注意
本製品には、弊社がその著作権者とのライセンス契
約に基づき使用しているソフトウェアが搭載され
ております。当該ソフトウェアの著作権者様の要
求に基づき、弊社はこれらの内容をお客様に通知す
る義務があります。
ライセンスに関して、内容をご一読くださいますよ
うお願い申し上げます。

ライセンス内容は、以下のURLよ
りご覧ください。
https://rd1.sony.net/help/
speaker/sl/21v/

安全のために
ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。
しかし、電気製品はすべて、まちがった使いかたをする
と、火災や感電などにより人身事故になることがあり
危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守りく
ださい。


安全のための注意事項を守る

この「安全のために」の注意事項をよくお読みください。

定期的に点検する
1年に一度は、ACアダプターのプラグ部とコンセント
の間にほこりがたまっていないか、故障したまま使用
していないか、などを点検してください。

故障したら使わない
動作がおかしくなったり、キャビネットやACアダプ
ターなどが破損しているのに気づいたら、すぐにお買
い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご依頼く
ださい。

万一、異常が起きたら
変な音・においがしたら、煙が出たら

	 電源を切る
	 ACアダプターをコンセントから抜く
	 ソニーの相談窓口またはお買い上げ店、ソニー

サービス窓口に修理を依頼する

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次のような表示をして
います。表示の内容をよく理解してから本文をお
読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電・漏
液・発熱・破裂などにより死亡や大けがなどの人
身事故が生じます。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電など
により死亡や大けがなど人身事故の原因となりま
す。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の
事故によりけがをしたり周辺の家財に損害を与え
たりすることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号

通電中のACアダプターや製品に長
時間ふれない
長時間皮膚がふれたままになっていると、
低温やけどの原因になることがあります。

特定の状況下では、ワイヤレス機能
を使用しない
本機はワイヤレス機能を内蔵しています。
以下の点に注意してご使用いただき、障害
などが発生した場合には、本機のワイヤレ
ス機能を使用しないようにしてください。
また、緊急の場合には、ただちに本機の電源
を切ってください。
•	 病院などの医療機関内、医療用電気機器

の近くでは使用しない。	  
電波が影響を及ぼし、医療用電気機器の
誤動作による事故の原因となるおそれが
あります。

•	 航空機の機内ではワイヤレス機能を使用
しない。	 
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故
の原因となるおそれがあります。ワイヤ
レス機能の航空機内でのご利用について
は、ご利用の航空会社に使用条件などを
ご確認ください。

•	 本製品を使用中に他の機器に電波障害な
どが発生した場合は、ただちに使用をや
める。	  
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故
の原因となるおそれがあります。

本機を自動ドア、火災報知器などの
自動制御機器の近くでは使わない
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の
原因となるおそれがあります。

長時間使用しないときはACアダプ
ターを抜く
長時間使用しないときは、安全のためACア
ダプターをコンセントから抜いてくださ
い。

お手入れの際、ACアダプターを抜
く
ACアダプターを差し込んだままお手入れを
すると、感電の原因となることがあります。

本機は、国内専用です
海外では国によって電波使用制限があるた
め、本機を使用した場合、罰せられることが
あります。

本製品に強い衝撃を与えない
本製品には強い衝撃や過度の力を与えない
でください。
モデルによっては、画面表示部にガラス素
材を採用しています。
欠けや割れが発生するとけがの原因になり
ます。その場合には直ちに使用を中止し、
破損部には手を触れないようご注意くださ
い。

大音量で長時間つづけて聞きすぎ
ない
耳を刺激するような大きな音量で長時間つ
づけて聞くと、聴力に悪い影響を与えるこ
とがあります。とくにヘッドホンで聞くと
きにご注意ください。呼びかけられて返事
ができるくらいの音量で聞きましょう。

電池についての 
安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱・発火による 
大けがや失明を避けるため、下記の 
注意事項を必ずお守りください。

本機ではリチウムイオン電池を使用しております。

充電池
充電式内蔵リチウムイオン電池

	

充電式電池が液漏れしたとき

充電式電池の液が漏れたときは素手で液をさわ
らない
液が本体内部に残ることがあるため、ソニーの相談
窓口またはソニーサービス窓口にご相談ください。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがあ
るので目をこすらず、すぐに水道水などのきれいな
水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてくださ
い。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原
因になるので、すぐにきれいな水で洗い流し、皮膚
に炎症やけがの症状があるときには医師に相談し
てください。

•	火の中に入れない。分解、加熱しない。
•	火のそばや直射日光の当たるところ・炎天下の車中

など、高温の場所で使用・保管・放置しない。内蔵充
電池が破裂したり、液が漏れたりして、けがややけど
の原因となることがあります。

•	電池が漏液したり、異臭がする時には直ちに火気より
遠ざけてください。

ご注意
•	 電池と基板をつないだままにしておくと電気が流れて危険

です。基板のコネクターから必ずはずしてください。はず
すときは、まわりの部品に触れないようにご注意ください。

•	 充電池を取り出すときは、充電池やコードの被膜に傷
をつけないようご注意ください。

 ‌�日本国内での充電式電池の廃棄
について
リチウムイオン電池は、リサイクルできま
す。不要になったリチウムイオン電池は、
リサイクル協力店へお持ちください。
充電式電池の回収・リサイクルおよびリ
サイクル協力店については、一般社団法人
JBRCホームページを参照してください。
http://www.jbrc.com/

商標について
•	BLUETOOTH®ワードマークおよびロゴは、Bluetooth 

SIG, Inc.が所有する登録商標であり、ソニー株式会社
はこれらのマークをライセンスに基づいて使用して
います。

•	NマークはNFC Forum, Inc.の米国およびその他の国
における商標あるいは登録商標です。

•	AndroidはGoogle LLCの商標です。
•	XperiaおよびXperia Tabletは、Sony Mobile 

Communications ABの商標です。
•	ウォークマン、WALKMAN、WALKMANロゴは、ソニー

株式会社の登録商標です。
•	「おサイフケータイ」は株式会社NTTドコモの登録商標です。
•	その他、本書に記載されているシステム名、製品名、企

業名は、一般に各開発メーカーの登録商標あるいは商
標です。なお、本文中では™、Ⓡマークは省略している
場合があります。

型名：SRF-V1BT

BLUETOOTHⓇ機能付きFM/AMラジオ
SRF-V1BT

ラジオ
ラジオ受信時のみ設定できます。

BLUETOOTH
BLUETOOTH機能をお使いの時のみ設定できます。

共通

オンタイマーが
設定されると、 
画面に が表示
されます。

ご注意
電源を完全に切った状態（オフモード）では、オンタイマーは
実行されません。スタンバイモードにしてください。

ちょっと一言
最後に設定したタイマー時刻が本機に記憶されます。オンタイ
マーを解除した後で、もう一度オンタイマー入/切ボタンを押す
と、最後に設定した時刻で再びオンタイマーが設定されます。

（ヘッドホン）
端子へ


